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（社会保障制度についての情報提供・意識啓発）
○厚生労働省は，有識者会議「社会保障の教育推進に関する検討会」において作成した高校生向け教
材を全国の高等学校に無償配布するとともに，教員向けの研修会を実施するなど，教育現場への普
及・啓発活動を行っている。

2　ボランティアなど社会参加活動の推進
○学校教育では，総合的な学習の時間や特別活動において，ボランティア活動を始めとする社会参加
活動が行われている。

○独立行政法人国立青少年教育振興機構は，「学生ボランティアと支援者が集う全国研究交流集会」
を実施している。

第3章　困難を有する子供・若者やその家族の支援

第1節　子供・若者の抱える課題の複合性・複雑性を踏まえた重層的な支援の充実

1　子ども・若者支援地域協議会を通じた縦と横の支援ネットワークの構築
○内閣府は，子ども・若者支援地域協議会の設置促進を図るため，平成27（2015）年度は，同協議
会の設置されていない都道府県等を対象とした「子ども・若者支援地域協議会設置促進事業」を実
施した（図表24，図表25）。

 図表24  子ども・若者支援地域協議会

（出典）内閣府資料
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 図表25  子ども・若者支援地域協議会設置数の推移
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（出典）内閣府資料

2　アウトリーチの充実
○内閣府は，アウトリーチに携わる人材の養成を目的とした「アウトリーチ（訪問支援）研修」，困
難を有する子供・若者に対する相談業務に従事する公的相談機関の職員やNPO法人等の職員を対
象に，適切な支援を行うために必要な知見等の習得を目的とした研修を実施し，子供・若者育成支
援に関わる幅広い人材の養成に努めている。

第2節　困難な状況ごとの取組

1　ニート，ひきこもり，不登校の子供・若者の支援等
⑴　ニート等の若者の支援
◇15～39歳の若年無業者数は，ここ数年減少傾向が見られる。
◇15～34歳人口に占める若年無業者の割合は平成27年は2.1％。

 図表26  若年無業者数
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（出典）総務省「労働力調査」
（注）1．ここでいう若年無業者とは，15～34歳の非労働力人口のうち家事も通学もしていない者。グラフでは参考として35～39歳の数値も記載。

2．平成23年の数値は，岩手県，宮城県及び福島県を除いたものである。

○厚生労働省は，「地域若者サポートステーション」（以下「サポステ」という。）において，地方自
治体と協働し，職業的自立に向けた専門的相談支援，就職後の定着・ステップアップ支援，若年無
業者等集中訓練プログラムを実施している（15～39歳対象）（図表27）。
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 図表27  地域若者サポートステーション事業

（出典）厚生労働省資料

⑵　ひきこもりの支援
○厚生労働省は，関係機関と連携の下でひきこもり専門相談窓口としての機能を担う「ひきこもり地
域支援センター」の整備を推進している。また，継続的な訪問支援などを行う「ひきこもりサポー
ター」を都道府県又は市町村が養成し，市町村が家族や本人へサポーターを派遣する事業を行って
いる。

⑶　不登校の子供・若者の支援
○文部科学省は，平成27（2015）年1月より「不登校に関する調査研究協力者会議」を開催し，8
月に中間まとめを公表した。これを受けて，不登校児童生徒への支援モデル事業として，教育支援
センターの設置促進支援等を実施している。また，不登校の子供への相談・指導を行うために都道
府県・市町村教育委員会が設置している教育支援センター（適応指導教室）では，不登校の子供が
在籍する学校とも連絡をとりながら，子供の実情に応じた学習指導が行われている。

⑷　高校中途退学者及び進路未決定卒業者の支援
○文部科学省は，「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」の中で，高校中退の状
況を把握し，公表している。

○厚生労働省は，平成28（2016）年度より，学校等関係機関，ハローワーク，サポステが連携し，
高校中退者等に対する切れ目ない支援の充実を図っていく。

2　障害等のある子供・若者の支援
⑴　障害のある子供・若者の支援
（特別支援教育の推進）
○文部科学省は，特別支援教育を推進するための以下のような取組を行っている。
・早期支援コーディネーターの配置による早期からの教育相談・支援体制の構築，合理的配慮協力
員等の配置による学校における合理的配慮の充実

・「インクルーシブ教育システム構築モデル事業」で得られた実践事例を独立行政法人国立特別支
援教育総合研究所の「『合理的配慮』実践事例データベース」上で公表し，障害のある子供への
「合理的配慮」の充実に役立つ情報の発信



29

（障害のある子供たちへの就学支援）
○文部科学省と地方公共団体は，障害のある子供の特別支援学校や小・中学校への就学の特殊事情に
鑑み，これらの学校に就学する子供の保護者などの経済的負担を軽減するため，保護者の経済的負
担能力に応じて就学奨励費を支給している。

（障害のある子供と障害のない子供や地域の人々との交流及び共同学習）
○文部科学省は，現行学習指導要領などにおいて障害のある子供と障害のない子供との交流及び共同
学習の機会を設けることを規定するとともに，「交流及び共同学習ガイド」のホームページへの掲
載を行っている。

○独立行政法人国立特別支援教育総合研究所は，教職員を対象に「交流及び共同学習推進指導者研究
協議会」を開催し，交流・共同学習の理解促進と具体的な方策の普及を図っている。

（スポーツ活動）
○平成27（2015）年度より，スポーツ関係者と障害福祉関係者が連携・協働体制を構築し，地域に
おいて一体的に障害者スポーツを推進する取組を支援している。平成28（2016）年度より，障害
児を含めた障害者の日常的なスポーツ活動を推進するため，特別支援学校等を拠点とした障害者の
スポーツ活動の拠点づくりを推進するための支援を実施することとしている。

⑵　発達障害のある子供・若者の支援
（「発達障害者支援センター」を核とした地域支援体制の強化）
○厚生労働省は，「発達障害者支援法」（平16法167）に基づき，ペアレントメンターの養成，発達
障害者地域支援マネジャーの発達障害者支援センターへの配置等により，発達障害者やその家族に
対する相談支援を推進している。

（学校における支援体制の整備）
○発達障害の可能性のある子供は通常の学級にも在籍しており，文部科学省は，発達障害を含む障害
のある子供への学校における支援体制の整備を推進している。

○独立行政法人国立特別支援教育総合研究所は，発達障害に関する正しい理解や支援に関する様々な
教育情報，教員研修用の講座を提供するとともに，発達障害教育指導者研究協議会を開催している。

⑶　障害者に対する就労支援等
○厚生労働省は，障害者雇用率の達成に向け，ハローワークなどにおいて厳正な達成指導を実施して
いるほか，就職から職場定着まで一貫した支援を行う「チーム支援」，一般就労への移行を支援す
る「就労移行支援」と一般就労が困難な者に対して働く場を提供する「就労継続支援」等を実施し
ている。

○特別支援学校では，例えば，コンピュータや情報通信ネットワークを活用して，情報技術や情報処
理の能力を育成したり，産業界との連携を図った職場体験の機会を設けたりするなど，時代の進展
や社会の変化に対応した職業教育が行われている。

⑷　障害者に対する文化芸術活動の支援
○文部科学省においては，全国高等学校総合文化祭において特別支援学校の生徒による作品の展示や
実演芸術の発表の場を提供するとともに，小学校・中学校等に障害のある芸術家等を派遣し，車い
すダンスの披露や車いすダンス体験等の機会等を提供している。また，障害者の優れた芸術活動に
関する試行的展覧会等の実施や，障害者の芸術活動を支援する人材育成事業に対する支援，障害者
が芸術作品を鑑賞しやすい環境づくりを進めている。

⑸　慢性疾病を抱える児童等や難病患者の支援
○小児慢性特定疾病対策及び難病対策については，平成27（2015）年1月の「児童福祉法の一部を
改正する法律」（平26法47）及び「難病の患者に対する医療等に関する法律」（平26法50）の施
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行により，各法に基づく医療費助成制度や小児慢性特定疾病児童等自立支援事業等が都道府県等に
おいて実施されている。さらに，難病対策については平成27年9月に，小児慢性特定疾病対策に
ついては同年10月に基本方針が策定され，厚生労働省では，これらの法律及び基本方針に基づき
小児慢性特定疾病児童等や難病患者に対して，総合的な対策を推進していくこととしている。

3　非行・犯罪に陥った子供・若者の支援等
⑴　総合的取組
（関係府省の連携）
○政府では，非行対策の推進について密接な連絡や情報交換，協議等を行うため，子ども・若者育成
支援推進本部の下に少年非行対策課長会議を設置し，関係府省が連携して対策の充実強化を図って
いる。

○平成27（2015）年2月に神奈川県川崎市で発生した中学1年生殺害事件を受け，文部科学省では，
関係府省庁とも連携し，対応方策を取りまとめ，教育委員会等への周知を行った。

（家庭，学校，地域の連携）
○多様化，深刻化している少年の問題行動の個々の状況に着目し，的確な支援を行うため，学校，警
察，児童相談所，保護観察所といった関係機関が「サポートチーム」を編成し，適切な役割分担の
下に連携して対処している。

○警察署の管轄区域，市町村の区域等を単位に，全ての都道府県で学校警察連絡協議会が設置されて
いる。また，非行少年，不良行為少年等に関する情報を警察・学校間で通知する「学校・警察連絡
制度」が各地で構築されている。

○警察は，退職した警察官などをスクールサポーターとして警察署などに配置するとともに，学校か
らの要請に応じて派遣している。

○「更生保護サポートセンター」では，保護司が駐在して，様々な関係機関・団体と協力し，保護観
察を受けている人の立ち直り支援や，非行防止セミナー，住民からの非行相談を行っている。

○少年鑑別所は，「法務少年支援センター」として，少年や保護者などの個人からの相談に応じて情
報の提供・助言等を行っている。

⑵　非行防止，相談活動等
（非行少年を生まない社会づくり）
○警察は，少年の規範意識の向上及び社会との絆の強化を図るため，「非行少年を生まない社会づく
り」の取組を全国的に推進している。

（非行防止教室）
○警察は，職員の学校への派遣や少年警察ボランティアなどの協力により，非行防止教室を開催している。
○文部科学省は，道徳教育の充実を図るとともに，関係機関と連携した非行防止教室の開催などによ
り規範意識を養い，子供の非行防止に努めている。

○法務省は，「中学生サポート・アクションプラン」として，中学生の犯罪・非行の未然防止と健全
育成を図っている。

（相談活動）
○青少年センターでは，相談活動や街頭補導，有害環境の適正化に関する活動が行われている。
○警察では，相談窓口を設け，少年補導職員や警察官などが，必要な指導や助言を行っている。ま
た，電話相談窓口「ヤングテレホンコーナー」を設置しているほか， FAXや電子メールによる相
談も受け付けるなど，相談者が利用しやすい環境の整備を行っている。

○法務省は，人権擁護委員や法務局・地方法務局の職員による相談対応を行っている。また，少年鑑
別所でも，「法務少年支援センター」として保護者や学校関係者などからの相談に応じている。「更
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生保護サポートセンター」でも，保護司が親からの相談に応じている。
（補導活動）
○警察は，全国に設置された少年サポートセンターを中心として，警察が委嘱する少年警察ボラン
ティアなどと連携し，繁華街や公園といった非行が行われやすい場所に重点を置いて，家出少年な
どの発見・保護活動及び深夜はいかいなど不良行為少年に対する補導活動を推進し，問題行動を早
期に発見して，少年及びその保護者に対する的確な助言・指導を行っている。

（事件の捜査・調査）
○警察は，非行少年を発見した場合は，必要な捜査や調査を行い，検察官や家庭裁判所，児童相談所
といった関係機関へ送致または通告するほか，その少年の保護者に助言を与えるなど，非行少年に
対して適切な指導がなされるよう措置している。

○検察官は，警察からの送致などを受けて必要な捜査を行い，犯罪の嫌疑があると認めたときは，事
件を家庭裁判所に送致する。その際，処遇に関する意見を付している。

（非行集団対策）
○警察は，非行集団の実態把握を徹底し，取締りによる非行集団の弱体化と解体，少年の非行集団及
び暴力団への加入阻止や離脱支援，暴走族対策などの取組を推進している。

⑶　薬物乱用防止
○政府では，「第四次薬物乱用防止五か年戦略」（平成25年8月）及び「危険ドラッグの乱用の根絶
のための緊急対策」（平成26年7月）に基づき，危険ドラッグを始めとする薬物乱用の根絶に向け
た総合的な対策を推進している。

○内閣府は，薬物乱用の危険性や正しい知識を青少年に分かりやすく伝えるため，平成28（2016）
年3月に，薬物乱用対策マンガを作成し，ホームページに公表した（図表28）。
○警察は，薬物密輸・密売組織の実態解明及びその壊滅に向けた取締り，関係機関との連携による水
際対策の強化などにより，薬物供給を遮断するとともに，規制薬物や指定薬物の乱用者の徹底検
挙，子供に対する薬物乱用防止教室，大学生や新社会人に対する薬物乱用防止講習会などを行い，
薬物需要の根絶を図っている。

○法務省は，少年院において，薬物に対する依存のある者を対象に，薬物非行防止指導を実施してい
る。刑事施設では，麻薬や覚醒剤などの薬物に対する依存がある受刑者を対象に，薬物依存離脱指
導を実施している。保護観察所では，保護観察に付されている者に対し，自発的意思に基づく簡易
薬物検出検査を実施するとともに，一定の条件を満たした者に対して認知行動療法などに基づく薬
物再乱用防止プログラムを実施している。

○文部科学省は，小学校，中学校，高校において薬物乱用防止教室を開催している。また，広く薬物
乱用防止に係る啓発資料を作成し，配布している。

○厚生労働省は，インターネットを利用した密売事犯や外国人による密売事犯などに対する取締りの
強化，地域における薬物乱用防止・薬物依存症に関する相談体制の充実，医療機関による対応の充
実，危険ドラッグの指定薬物への迅速な指定，検査命令及び販売等停止命令の実施，危険ドラッグ
のインターネット販売店についてプロバイダなどに対する削除要請等を実施している。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2011 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 72
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 72
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 400
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /FlateEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames false
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides true
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks true
      /IncludeHyperlinks true
      /IncludeInteractive true
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.250000
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


